


ロータリアンは、ブラジル、韓国等で増加
する一方、米国、日本等で減少し、現在123.5
万人で伸び悩んでいます。世界の約3.5万の
クラブは538地区に、そして、会員数3.5万人
を目安に34のゾーンに区分け管理されており、
RI（国際ロータリー）は、2年任期で偶数・奇
数ゾーンから交互に選出される17名の理事に
より運営されています。

1996年の会員13.1万人が最大の日本は、第1・
2・3の3つのゾーンに34地区2,269クラブが属
していますが、会員数が8.9万人に減少した現
在、割当ゾーンの減少が危惧されています。

我が地区は、1995年4月の4,378人をピーク
に会員が減少しましたが、2012年6月末の2,689
人を底に回復に転じ、本年6月末は2,742人です。

ジャームRI会長の対内重点取組事項は「会
員増強」です。志を同じくする集団は、目的追及、
活動活発化等に仲間の拡大が欠かせませんが、
ロータリーも同じで、会員が多ければ、仲間と
の出会いが増えると共に奉仕を含めた活動が
活性化され、結果として地域での知名度向上
に繋がります。RI会長が設定した会員数50名
以下のクラブは1名、51名以上のクラブは2名
以上の会員純増目標を具現化しましょう。

会員が少なくても会員歴の長い会員を中心
に模範的ロータリー活動を展開しているクラブ
がありますが、加齢は避けられません。ロータ
リーの歴史・規定の研究、あるべき形の追及
等に注力する会員も必要ですが、多くの会員
は、ロータリーの精神発揚、及び自らの職業を
通じた奉仕で手一杯です。会員増強には「質
か量か」の議論が先行しがちですが、RI会長
の言の通り、私は、四つのテストが実践出来る
と共に、自らを高める意欲、及び他の人の役に
立つ意思を持つ人は、ロータリアンの資質を有
していると思います。当地区は毎年100名超の
新規会員を迎えますが、同時に、ほぼ同数が
退会する現状の改善が私たちの課題です。退
会者の多くが高齢者と並んで入会2〜3年の会
員であるため、クラブの活動活性化、及びロー
タリー活動に対する理解と関心向上に資する
研修を強化し、会員がロータリアンになって良
かったと思えるクラブ造りを目指しましょう。

皆さんには、会員が出席したくなる例会、
並びに参加したくなる親睦・奉仕活動の追及
を通じて元気なクラブを実現し、仲間の輪の
拡大に自信を持って取組んでいただくようお
願いします。

ソウル国際大会にて

青木  貞雄
（成田コスモポリタンRC）

地区行動指針「感謝と挑戦」
 Pursuing activities
  sharing The Appreciation

Letter from Governor

─── 会員増強月間に寄せて ───
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この度、地区幹事長に就任させていただき
ました、成田コスモポリタンRCの藤﨑　政弘
です。一生懸命努める所存でございますので、
何卒皆様のご理解ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

ガバナーエレクト事務所の開設から
昨年9月、宇佐見ガバナーが使用していた事

務所に、青木ガバナーエレクト事務所を開設し、
何から手を付けていいのかわからずにスタート
しました。当時の櫻木ガバナーと梶原幹事長
に、資料を基に業務手順や経験談からのアド
バイス等を指南いただき、おぼろげながら頭の
中を整理することができました。そして、事務
職員の選定、地区予算編成、地区組織図の構築、
ガバナー補佐会議や地区委員長会議の開催等、
目まぐるしく押し寄せてくる業務を積み上げて
いくうちに、第2790地区の概要が見えてきまし
た。この間、白鳥研修リーダーや森島研修サブ
リーダーの助言や示唆をいただき、エレクト事
務所としての機能を果たす役割に大きく貢献し
ていただきました。また、ガバナーを支えてい
ただけるガバナー補佐の皆様や、地区委員会
委員長の皆様には多大なるご理解をいただい
たことには、心から感謝に堪えません。有難う
ございました。

年が明けると、3大セミナーが待ち受けます。
地区チーム研修セミナー、会長エレクト研修セ
ミナー（PETS）そして地区研修・協議会と怒
涛の如く迫ってまいりました。しかし、成田コ
スモポリタンRCの会員を、この3大セミナー
の担当として組織化した事で、無事終了するこ
とができました。9分区内クラブからの地区幹
事団として協力をいただいた方々や、3大セミ
ナーの担当をしていただいた、成田コスモポリ
タンRCの地区幹事団はじめ会員の協力をいた
だいたことに、心から感謝するものであります。

ロータリーって何？自分って何？
櫻木ガバナーから、地区幹事並びに地区計

画委員会委員に委嘱され、委員会活動はもと
より、多くの各種会議体へ参加させていただ

く機会を与えていただきました。今までに地区
委員会への出向は経験しましたが、ガバナー
が招集する会議に参加することで見えてくる
ロータリー感や、ロータリアンとして真剣な議
論の数々は大変新鮮であり、感動的でありま
した。改めて、「ロータリーって何？」「自分は
ここから何を学び何を還元していけばいいの
か？」「自分って何だろう？」今まで考えもしな
かった疑問が次々と湧いてきました。答えは出
ません。しかし、今いる環境や与えられた使命
について、若干でも立ち止まって自問自答して
みることは、人生において大切なことだと感じ
ました。自分の歩んできた言動を確認すること
は、次なる行動への自信に繋がると確信します。

「ロータリーって何？」「自分って何？」と疑問
を持ちながら、ロータリーの精神を自分なりに
表現できる人間になってみたいと思います。そ
のような機会を与えていただいた次年度地区幹
事長という立場でしたし、地区役員、地区幹事
団、ガバナー事務局員の皆様から多くを学びま
した。有難うございました。

いよいよです！
もうこの1年しかありません。
RI会長のメッセージは、「人類に奉仕するロー

タリー」、奉仕はロータリーの礎であると説い
ています。この下に、青木ガバナーの行動指針
は「感謝と挑戦」であり、「ロータリアンという
仲間に出会うことができたことに感謝し、その
仲間たちと活動の展開に挑戦して行くこと」で
す。このメッセージを地区内各クラブに浸透さ
せていくことが、地区幹事長としての大きな使
命でもあると考えます。もう一つの大きな使命
は、第2790地区の運営をスムーズに、そして
効率・効果的であり、しかも的確で大胆に進め
る事であります。歴代の実績を参考にそれを生
かし、工夫を加えることも大切です。そのため
には、地区役員の皆様や各委員会の皆様の深
いご理解とご協力をいただくことが不可欠であ
ります。努力は惜しみません。改めまして、第
2790地区内会員の皆様のご協力を心よりお願
い申し上げます。

地区幹事長就任にあたって

地区幹事長　藤﨑　政弘
（成田コスモポリタンRC）
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8月は、会員増強・新クラブ結成推進月間です。

１．会員増強の必要性
①メンバーがいなければ組織は存続できない！
②メンバーが少なくなれば例会場が維持できない！
③メンバーが少なくなれば全員が理事になる！
④メンバーが少なければ奉仕活動はボランティアになる！
⑤メンバーが多くなれば会費を下げることができる！

年　　度 会員数 増　減 年　　度 会員数 増　減
2000-01年度 7月1日 3,897人 2008-09年度 7月1日 2,870人 054人減
2001-02年度 7月1日 3,708人 189人減 2009-10年度 7月1日 2,840人 030人減
2002-03年度 7月1日 3,512人 196人減 2010-11年度 7月1日 2,773人 067人減
2003-04年度 7月1日 3,332人 180人減 2011-12年度 7月1日 2,706人 067人減
2004-05年度 7月1日 3,190人 142人減 2012-13年度 7月1日 2,689人 017人減
2005-06年度 7月1日 3,072人 118人減 2013-14年度 7月1日 2,703人 014人減
2006-07年度 7月1日 2,990人 082人減 2014-15年度 7月1日 2,714人 011人増
2007-08年度 7月1日 2,924人 066人減 2015-16年度 7月1日 2,711人 003人減

２．退会の理由とその防止
①転勤・退職 ……… 転勤なら次の人を！退職してもいつまでも！
②健康 ………………「週に一度、RCに行く」が健康の秘訣！
③高齢 ……………… 70・80代は鼻たれ小僧！
④業績悪化 ………… 情報交換をして乗り切る！
⑤会費 ……………… 会費以上の価値を感じるRCに！

３．ロータリークラブの魅力
①メンバーの人間性の魅力
②卓話者・卓話内容の魅力
③奉仕活動の魅力
④国際団体の魅力
⑤RCメンバーのつながり

会員増強・退会防止について

会員増強・退会防止委員会
委員長　高橋　潤一

（新千葉RC）
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４．ロータリーが好きですか？
①建前より本音で！
　メンバーは大なり小なり経営者。
　人の問題・お金の問題等が本音で話せるRCに！
②遊びより学びを！
　ゴルフ・グルメだけでなく経営・人間を学ぶ。
③自分よりメンバーを！
　自利利他の精神で！
④知識より経験を！
　RCメンバーの諸先輩から豊富な経験を聴く
⑤理論より心を！
　心を高めて奉仕の理想の実践を！

５．会員増強のために
①声をかけよう！
　仕入先・得意先・取引先・友人知人・先輩後輩
②ゲストに来てもらおう！
　一人が一人を！スマイル・名刺交換・握手を！
③入会して頂こう！
地区数 ゾーン 地　区 期首クラブ数 期末クラブ数 会員数 内女性会員数 地区数 ゾーン 地　区 期首クラブ数 期末クラブ数 会員数 内女性会員数

01 2 2760 084 083 4,770 202 18 3 2730 065 065 2,299 182
02 2 2750 097 100 4,626 452 19 1 2530 066 066 2,285 143
03 3 2650 097 097 4,531 167 20 2 2780 064 065 2,278 175
04 3 2660 082 081 3,580 237 21 1 2520 080 079 2,232 111
05 3 2710 074 074 3,249 143 22 1 2500 067 067 2,198 076
06 3 2700 061 061 3,121 127 23 3 2740 057 057 2,176 080
07 2 2630 080 079 3,057 113 24 2 2590 060 059 2,150 144
08 3 2690 067 067 3,054 161 25 1 2560 056 056 2,028 144
09 2 2580 070 070 2,984 129 26 2 2600 055 055 1,950 077
10 2 2620 078 078 2,952 155 27 1 2820 058 057 1,936 107
11 3 2670 074 074 2,931 133 28 1 2840 046 046 1,916 084
12 3 2680 073 073 2,857 090 29 3 2640 069 070 1,908 156
13 1 2790 084 084 2,714 149 30 1 2550 051 051 1,680 072
14 2 2610 065 065 2,591 149 31 1 2570 052 052 1,675 076
15 1 2770 076 073 2,559 174 32 1 2800 050 050 1,582 079
16 1 2510 070 070 2,515 116 33 1 2540 042 042 1,137 062
17 3 2720 074 074 2,368 148 34 1 2830 041 040 1,122 066

参考：国際ロータリー日本事務局データ（2014年7月1日）

最後になりますが、会員増強はメンバー一人一人がその重要性を認識し、
魅力あるRCにしていく必要があります。
魅力あるRCとは、メンバーが魅力ある経営者であり、魅力ある人間であ
ることが重要です。メンバーの会社が経営を伸ばし、心を高めることが会
員増強に繋がるのではないでしょうか？
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2016-17青木貞雄ガバナー年度の地区RLI
小委員会は、担当が浦安RC関口徳雄、委員
長が千葉西RC海寶勘一、副委員長が成田コ
スモポリタンRC金子公久、会計委員が千葉
RC清田浩義、総務委員が柏東RC藤原和子
の5名で活動します。RLI小委員会は地区研
修委員会に属する小委員会であり、地区研修
委員会活動の一環として意義あるRLIを広め
る計画をたて、各クラブのお役に立とうと準
備を進めています。

1974-75年度RI会長のW・ロビンズは、ロー
タリーとは、如何に品格あるロータリアンの
人作りをしているかに尽きると明言していま
す。奉仕の理念である人様を思いやる慈愛を
一層深めること、その思いやりを実践し地域
社会に広めることが、ロータリークラブを構
成する私たちロータリアンの確たる使命であ
ると信じます。ロータリアン一人ひとりが良
きリーダーになることを意識し、より広くよ
り深くロータリーの理念と情報を涵養させる
ことが大切になります。ロータリーに親しみ、
良きロータリアンとしての自助努力は価値が
あります。その一助として最善なプログラム
がRLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）
です。今までに参加された方々のアンケート
からは、多くの気付きや良友を得られロータ
リーの奥深さを知ることができた等の感動が
記録されています。

RLIは1992年にアメリカで誕生し、ごく
ごく地道な草の根運動研修として意義あるプ
ログラム構成をもって、世界中で大きな信頼
を重ねながら静かに浸透してきました。今
では世界120地区と地域に広まり、日本では
36地区中17地区が実施し確実に拡大してい
ます。ロータリー精神を覚醒し自発的なリー
ダーシップの研鑽を磨くRLIは、真のロータ
リアン精神を鼓舞させてくれるプログラム
です。当地区では2010年に日本支部に加盟
できました。地区代表委員として白鳥政孝
PDG、中村博亘PDGと引き継がれ、2015−
18年度は関口徳雄PDGが就任され、より効
果的なプログラム構築にご尽力頂いておりま
す。RLIプログラムですが、パートⅠ・Ⅱ・
Ⅲに分かれて18カリキュラムがあり、基本
コース修習が毎6セッション構成になってい
ます。基本修習者には修了書と記念バッジが

授与され、さらに卒後コースとDL（ディス
カッションリーダー）養成講座に進めます。

RLIは真摯なロータリアンとして活動する
ための、基本的知識や情報を学び取る自己研
鑽の場です。対話を通して相手を尊敬する心
豊かなロータリアンとして、一層修学に目覚
めてほしく思います。ロータリーは人作りで
あるとすれば、真のロータリアンを自覚する
ことが大切です。その為にもロータリー理念
を学び慣れ親しむことが肝心であり、対話か
ら自発的なモチベーションを高め、クラブ活
性のために大いに活用してほしく思います。
その胸襟を開いたRLIでの意見交流から物事
の奥深い意義に気づき、参加者が自己啓発を
促すとともに、親睦と高潔性と多様性と奉仕
とリーダーシップの中核的価値観の資質を高
めることができます。切磋琢磨の中から思慮
深い人間性を学び合いできるRLIです。自負
心をもって、誇りと大きな喜びを感じとれる
委員会活動に貢献してまいりますので、幅広
い多くの会員のご参加をお待ちしております。
是非ともRLIに参加され自分磨きを楽しんで
下さい。

下記がRLI開催日程ですが、青木ガバナー
事務所のホームページ掲載の、RLI小委員会
情報も併せてご活用ください。

※問い合わせ先　海寶勘一
　090-3108-4357　kan@kskaihou.co.jp

●2016-17青木ガバナー年度
地区RLI小委員会日程（参加費制）
RLI開催会場は、千葉市民会館3階4階
大・小会議室（千葉市中央区要町1-1）

◦基本コース
　パートⅠ 2017年（H29）2月27日㈪
　　10時から6セッション開催
　パートⅡ 2017年（H29）3月27日㈪
　　10時から6セッション開催
　パートⅢ 2017年（H29）4月24日㈪
　　10時から6セッション開催
◦卒後コース 2017年（H29）5月22日㈪
　　10時から研修+2セッション
◦DL養成講座 2017年（H29）6月19日㈪
　　14時から研修+実技

RLI小委員会委員長就任にあたって

RLI小委員会　委員長　海寶　勘一
（千葉西RC）
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2016-17年度の広報・公共イメージ向上委
員会委員長を拝命しました、浦安RCの大塚
と申します。1年間宜しくお願い致します。

委員長就任にあたりMy Rotaryなどでロー
タリーについて勉強を自分なりに行いました
が、その中で2011−12年度カルヤン･パネ
ルジーRI会長の「今ロータリーは何をして
いる？」という言葉と、My Rotaryの広報資
料中にある「あなたのクラブは『元気』です
か？」という言葉が非常に印象的でした。

この2つの言葉は、今のロータリーの置か
れている状況を的確に表していると思います。
ロータリアンは地域社会におけるロータリー
の発展と奉仕活動を改善するため「ロータ
リーとは何か」、「ロータリーが何をしている
のか」について自ら他の人々に知らせること
によって、クラブを紹介するよう求められて
いますが、数年前に行われた公共イメージ大
規模調査では8割の人がロータリーが何をし
ているか知らないという事であり、我々の広
報活動がまだまだ足りず、公共イメージアッ
プにつながっていないという状況であります。

青木ガバナーは本年度の重点活動に「公共
イメージと認知度の向上」を上げられました。
・公共イメージ＝知名度とは「ロータリーの

名前が知られること」
・認知度とは「ロータリーの活動や得意分野

が理解されること」
と言い換えることができると思います。
地区では近年、

・公共イメージ＝認知度向上としてホーム
ページの充実

・認知度向上としてフェイスブックやツイッ
ターなどSNSの活用

に努めてきましたが、ロータリーの規模や昨
今のインターネット利用者数の増加を考える
と、その対応は地区だけの対応では十分とい
えず、第2790地区内で見ても、ホームペー

ジを開設しているクラブは42/84クラブ、開
設率50％という状況です。勿論従来の印刷
物等による「公共イメージと認知度の向上」
の為の広報活動は続けているかとは思います
が、時代に合った効果的な方法かというと十
分ではないと思われます。

一般的な話になりますが、ホームページを
開設していない団体の多くが、「明確なメリッ
トがないので広報活動を十分に行わない」、

「正直なところ、情報発信するメリットや目的
がピンとこない」といった意見が出され、情
報発信における誤解をもち、解決しないまま
放置されるケースが多く見受けられます。

ここに存在する大きな誤解は、「明確なメ
リットが定義できない」を、「メリットが存
在しない」とすり替えてしまい、ホームペー
ジ制作やSNSを行うことによるメリットで
ある、過去になかった新たな人とのつながり
の発生、そのつながりの延長線上での大きな
コミュニティ形成、新たな発見や気付きと
言ったリターンやメリット、ロータリーに言
い換えれば
・地域が本当に要望するイベントのヒントの

収集
・クラブ主催イベントへの地元住民の方の参

加
・新入会員や候補者との出会い

など、実に多岐に渡る機会を自ら逃してい
ることになります。

本年度は、
・全クラブのホームページ開設
・全クラブのFacebookグループの作成及び

投稿
を目標に、皆様と活動していきたいと思いま
すので、各クラブの会長・幹事・広報委員長
をはじめ会員皆様全員のご支援、ご協力をよ
ろしくお願いいたします。

広報・公共イメージ向上委員会
委員長就任にあたって

国際ロータリー第2790地区　2016-17年度
広報・公共イメージ向上委員会　委員長　大塚　義仁

（浦安RC）
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コーディネーターニュース2016年8月号（2016年7月8日配信）
Zone2 RC 田中正規

■ 規定審議会
2016年の規定審議会ではロータリーの歴史上、革新的な内容が多く含まれています。各クラブの

裁量が大きくなり、クラブ自体の責任の重さと選択肢が増え、地区およびクラブのリーダーの方々は
困惑されていると思います。

規定審議会に出られた日本の代議員の方は日本と世界の乖離があり、価値観、宗教、言語も違い、
一つのルールでまとめるのは困難と感じておられました。日本と世界は流れが異なっており、日本が
孤立しないよう、批判をするのではなく世界に働きかける行動が必要であると思います。選択された
立法案は高齢化していくロータリーを止めるために、若い人の入会を促進するためにハードルを下げ
た感があります。日本のロータリーはきちんと素晴らしい運営をしています。他の国に示しをつける
価値観を持ち続けてほしいと思います。いずれにしても各クラブが主体です。各クラブの裁量権をもっ
てルールを決めてください。

■ 2016-17年度目標
RⅠテーマは「人類に奉仕するロータリー」です。全体の目標はまさしく戦略計画の3つの優先項目

そのものであります。特にロータリー財団100周年の年でもあり、財団目標も盛り込まれています。

■ 戦略計画
地区にもクラブにも戦略計画は必要です。地区とクラブの戦略計画を整合し、ダイナミックなクラ

ブを築きましょう。戦略計画はクラブや地区が将来こうありたいというビジョンを描き、それに添っ
た目標と行動計画を立てることです。そのためには、単年度を超えた長期的視点が必要です。My 
ROTARYに登録して、役立つ情報からスキルと知識を高めてください。

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万4千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。

閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも
承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹
介を致します。

デジタル化されたロータリー文献 ⑷
◎「ロータリーにおける歴史の重要性」　平島健次郎　関西ロータリー研究会　　　1973　53p
◎「ロータリーの国際奉仕」　佐竹郁夫　旭川R.C.　1979　20p
◎「“ロータリー・徽章の物語”−ロータリーの歴史の歩みと共に−」　　　長崎南R.C.　1980　94p
◎「合理化時代と職業奉仕」　西村祥三　関西ロータリー研究会　1983　24p
◎「ロータリーは何をしているか」　鳴海淳郎　1986　19p
◎「新会員のためのロータリーの歴史」　佐藤 佶　1987　48p
◎「米山梅吉翁物語」　長泉R.C.　1989　26p
◎「ロータリー事始」　佐藤 佶　福島南R.C.　1996　38p
◎「ロータリー雑学のすすめ」　長崎南R.C.　1996　86p
◎「ロータリーマジック」　江崎柳節  2010　197P

［上記申込先：ロータリー文庫］
── ロータリー文庫 ──

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456　FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp　開館：午前10時〜午後5時　休館：土・日・祝祭日

文　庫　通　信（346号）
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今月のトピックス

・寄付金速報　─ 2015-16年度寄付金は15億円超 ─
・海外7つ目！スリランカに米山学友会が誕生
・第2750地区に米山学友会が創立！
・熊本地震に学友からの支援が続々（２）
・モンゴル米山学友会総会が開催されました

《今月のピックアップ記事》

海外7つ目！スリランカに米山学友会が誕生
海外7つ目となる、スリランカ米山学友会の創立総会が6月25日、コロンボ市内のホテルで開催されました。学
友約30人のほか、創立に尽力した第2530地区（福島県）や第2700地区（福岡県・佐賀県・長崎県）のロータリ
アンも多数日本から駆けつけました。
菅沼健一在スリランカ日本大使や現地のガバナー夫妻、当会の小沢一彦理事長も出席し、総勢100人を超える盛
会に。ラビンドラン国際ロータリー会長（当時）からは温かな祝辞が寄せられました。
創立会長のラクナース・ガマゲさん（1993-95／宇部西RC）は「会員は皆、米山の精神をもって国の発展や日本
との友情に尽力しているが、一緒になることでより強く活動を広げていける」とあいさつ。
日本の地区と協同で行う奉仕活動も計画されており、スリランカ米山学友会の今後の活躍が期待されます。

記事の続き、および、そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。
→ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight196_pdf.pdf

（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース（ハイライトよねやま196号）

叙勲・褒章・表彰（敬称略）
旭日双光章

櫻井　豊
（八千代RC）

寄付者紹介（敬称略）
ベネファクター マルチプルPHF

鈴木　康道
（東金RC）

2回目

寺嶋　哲生
（柏RC）

2回目

松倉　勉
（市川南RC）

1回目

斎藤　昌雄
（千葉南RC）

3回目

伊藤　和夫
（千葉南RC）

3回目

金親　博榮
（千葉南RC）

4回目

佐藤　直子
（銚子RC）

1回目
マルチプルPHF

岩田　一秀
（柏南RC）

1回目

山崎　康弘
（柏南RC）

1回目

八木　和男
（柏南RC）

1回目

田中　清
（柏南RC）

1回目

大内　啓
（柏南RC）

2回目

小林　亘
（柏南RC）

1回目

小髙　潔
（柏南RC）

1回目

關口　和行
（柏南RC）

1回目
マルチプルPHF

櫻井　好美
（柏南RC）

1回目

斎藤　由紀
（柏南RC）

1回目

友野　俊政
（柏南RC）

2回目

鈴木　弘
（柏南RC）

2回目

福田　良博
（八千代RC）

5回目

遠藤　章雄
（八千代RC）

6回目

君塚　欣哉
（八千代RC）

3回目

風間　茂
（八千代RC）

3回目

訂正・お詫び　月信7月号に誤りがありました。深くお詫びし、訂正いたします。
※3頁左段の上から25〜26行目

〔誤：規定審議会で従来の会員資格、例会数、職業分類撤廃など　　正：規定審議会で従来の会員資格、例会数など〕
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寄付者紹介（敬称略）
マルチプルPHF

浅野　正敏
（八千代RC）

5回目

中村　賢治
（八千代RC）

1回目

植村　正徳
（八千代RC）

3回目

福岡　秀実
（松戸西RC）

2回目
新PHF

髙木　浩一
（銚子RC）

荒木　知太朗
（柏南RC）

長井　孝介
（柏南RC）

永見　忠士
（柏南RC）

鈴木　利雄
（八千代RC）

市原　正男
（八千代RC）

宮崎　行男
（八千代中央RC）

米山功労賞

太田　和夫
（千葉南RC）

20回目

水野　浩利
（千葉南RC）

1回目

野口　雅子
（東金RC）

1回目

吉川　末満
（柏南RC）

1回目

鈴木　均
（習志野RC）

1回目

飯生　高一郎
（八千代RC）

6回目

中島　仁
（八千代RC）

1回目

宮野　宗雄
（八千代RC）

6回目
米山功労賞

杉　　晟
（八千代RC）

1回目

江頭　泰利
（八千代RC）

2回目

遠藤　章雄
（八千代RC）

7回目

大中　宏道
（八千代RC）

1回目

市原　正男
（八千代RC）

1回目

及川　昭男
（八千代RC）

2回目

佐野　忠信
（八千代RC）

5回目

渡辺　敏美
（八千代RC）

2回目
米山功労賞 その他 メジャードナー（財団）

関口　宏
（松戸西RC）

12回目

福岡　秀実
（松戸西RC）

4回目

時田　矗
（市原中央RC）

飯生　高一郎
（八千代RC）

新ロータリアン（敬称略）

佐久間　秀一
（千葉RC）

建築
6月13日入会

堀田　素愛
（千葉RC）

ペットサービス業
6月13日入会

大塚　勝之
（千葉RC）

建築
6月13日入会

貝原　伸
（千葉RC）

ビルディング管理
6月13日入会

永野　知英
（千葉幕張RC）

電気工事業
7月5日入会

吉田　武司
（千葉北RC）

水道工事
6月1日入会

若林　清子
（千葉北RC）

生命保険
6月1日入会

吉村　壽次
（千葉北RC）

建築工事
6月1日入会

武田　雄一
（千葉北RC）

野外広告
6月1日入会

青木　洋明
（千葉北RC）

損害保険
6月2日入会

髙橋　千草
（千葉北RC）

行政書士
6月6日入会

宮崎　晴幸
（富津シティRC）

小売業
7月4日入会

葛西　博
（館山ベイRC）

旅館業
7月7日入会

佐野　晴信
（館山ベイRC）
土地家屋調査士

7月7日入会

越川　嘉明
（東金RC）

大学
6月28日入会

久米　剛
（成田RC）
空港ホテル
6月3日入会

香取　竜也
（成田RC）
都市ホテル

5月27日入会

小岩井　学
（成田RC）

興業銀行
5月27日入会

伊藤　英徳
（成田RC）

生命保険
6月3日入会

花島　和宏
（柏RC）
塗装工事

6月1日入会

田村　隆治
（八千代RC）

建築
3月25日入会

江口　茂勇
（八千代RC）

不動産管理
4月8日入会

髙橋　正明
（館山ベイRC）

和服
7月7日入会

二宮　善美
（千葉港RC）

クラブ
7月2日入会
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分
区 クラブ名 出席率

（％）
例
会
数

会員数
7/1 女 当月 女 増減

第
1
分
区

市 川 100.00 5 39 0 37 0 △ 2
市 川 東 100.00 4 41 0 41 0 0
市 川 南 77.00 4 16 2 17 2 1
浦 安 90.60 4 35 1 36 2 1
市 川シビック 84.48 4 36 0 35 0 △ 1
浦 安 ベ イ 72.92 4 16 0 13 0 △ 3

第
2
分
区

船 橋 86.18 4 23 0 27 0 4
船 橋 西 90.15 4 41 7 40 6 △ 1
鎌 ヶ 谷 81.69 5 29 2 32 2 3
船 橋 東 80.00 5 28 1 31 2 3
船 橋 南 70.45 4 14 2 16 4 2
船 橋 み な と 88.27 4 17 4 21 5 4

第
3
分
区
A

千 葉 88.22 4 66 1 80 3 14
新 千 葉 87.83 3 50 0 50 0 0
千 葉 西 89.46 3 59 4 53 3 △ 6
千 葉 中 央 81.33 4 37 0 32 0 △ 5
千 葉 幕 張 79.83 3 35 2 37 2 2
千 葉 東 80.91 4 31 3 33 4 2
千 葉 若 潮 79.63 4 30 1 31 1 1

第
3
分
区
B

千 葉 南 74.18 4 49 6 52 7 3
市 原 84.50 5 41 2 38 2 △ 3
千 葉 港 66.90 4 21 2 23 2 2
市 原 中 央 80.50 4 47 2 50 2 3
千 葉 北 78.70 4 21 1 27 3 6
千 葉 緑 72.99 4 25 2 27 2 2

第
4
分
区

木 更 津 77.73 3 27 3 27 3 0
上 総 77.64 5 17 0 17 0 0
富 津 64.28 2 9 0 10 0 1
富 津 中 央 85.60 5 26 1 28 1 2
木 更 津 東 87.38 4 42 0 40 0 △ 2
君 津 95.25 4 43 1 50 2 7
袖 ヶ 浦 93.70 4 23 3 24 3 1
富 津 シ テ ィ 80.00 5 14 1 15 1 1

第
5
分
区

館 山 85.53 5 56 3 53 3 △ 3
鴨 川 92.01 4 33 7 31 5 △ 2
勝 浦 94.60 4 33 4 37 4 4
千 倉 73.33 3 10 2 10 2 0
鋸 南 100.00 5 14 1 13 1 △ 1
館 山 ベ イ 69.74 4 20 0 20 0 0

第
6
分
区

茂 原 93.00 5 64 3 65 3 1
東 金 94.35 4 22 1 20 1 △ 2
大 原 91.56 5 12 1 10 1 △ 2

分
区 クラブ名 出席率

（％）
例
会
数

会員数
7/1 女 当月 女 増減

第
6
分
区

大 多 喜 86.66 3 6 1 5 1 △ 1
成 田 空 港 南 71.39 4 37 0 36 0 △ 1
茂 原 東 79.04 5 22 2 22 2 0
茂 原 中 央 70.59 3 13 2 17 2 4
大 網 72.67 5 29 1 30 1 1
東 金 ビ ュ ー 74.30 5 20 1 20 1 0

第
7
分
区

銚 子 80.10 5 44 4 39 4 △ 5
旭 74.47 4 43 2 44 3 1

八 日 市 場 86.48 3 38 2 39 2 1
銚 子 東 78.69 4 39 2 36 2 △ 3

第
8
分
区

佐 原 84.62 3 47 0 49 0 2
多 古 71.42 4 14 0 15 0 1
小 見 川 87.97 5 22 0 23 0 1
佐 原 香 取 85.32 3 25 1 24 1 △ 1

第
9
分
区

成 田 78.00 4 61 0 59 0 △ 2
八 街 86.95 4 30 1 27 2 △ 3
印 西 87.89 4 23 0 23 1 0
白 井 61.40 3 23 0 17 0 △ 6
富 里 75.90 3 27 0 28 0 1
成田コスモポリタン 71.22 5 68 0 67 0 △ 1

第
10
分
区

柏 82.10 5 51 10 56 9 5
我 孫 子 72.87 4 24 1 22 1 △ 2
柏 西 76.59 4 62 5 61 4 △ 1
柏 東 93.34 5 29 3 32 4 3
柏 南 78.00 4 33 5 30 5 △ 3

第
11
分
区

習 志 野 77.71 5 27 1 26 1 △ 1
八 千 代 86.00 4 46 0 49 0 3
佐 倉 65.83 5 18 2 24 3 6
八 千 代 中 央 90.10 4 28 1 29 2 1
四 街 道 85.97 4 23 2 25 2 2
習 志 野 中 央 80.60 4 47 6 45 5 △ 2
佐 倉 中 央 57.14 5 19 3 21 4 2

第
12
分
区

松 戸 85.11 5 57 0 56 0 △ 1
松 戸 東 95.07 4 46 0 46 0 0
松 戸 北 85.81 4 37 0 38 0 1
松 戸 中 央 82.93 5 39 6 43 6 4
松 戸 西 80.65 4 30 0 29 0 △ 1

第
13
分
区

野 田 76.96 4 58 8 58 8 0
流 山 82.35 4 16 4 14 4 △ 2
野 田 東 81.41 4 31 0 23 0 △ 8
流 山 中 央 85.96 4 22 2 23 2 1
野田セントラル 78.26 5 24 0 23 0 △ 1

国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2016年6月分）

クラブ数84RC 2015年7月 1 日 地区会員数 2,711人 当月平均出席率 82.68%
2016年6月末日 地区会員数 2,742人 増減 +31
2015年7月 1 日 地区女性会員数 154人 女性会員増減 +12
2016年6月末日 地区女性会員数 166人

8月のロータリーレート

102円

物 故 会 員（敬称略）

黒田　實（茂原RC）
逝去日：2016年6月24日（享年89歳）
入会日：1971年7月8日
ロータリー歴
1982−83　クラブ会長
1986−87　第2790地区ガバナー
※茂原ロータリークラブを昨年12月に退会し、
　名誉会員になりました。

海老原　利雄（柏東RC）
逝去日：2016年5月18日（享年83歳）
入会日：2004年5月6日
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